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Terttu Nevalainen and Elizabeth Closs Traugott (eds.), 
The Oxford Handbook of the History of English 
Oxford: Oxford University Press, 2012. xxxix + 942 pp. 
1990年代以降、言語研究の分野で500-1,000頁、あるいはそれを超えるhandbook
の出版が相次いでいる。歴史言語学や英語史に関するものでは、 BlackwellのThe
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Handbook of Historical Linguistics (2003)、T力eHandbook of the History of English (2006) 
などに続き、 2010年代になると、 EnglishHistorical Linguisガcs:An International Handbook 
(De Gruyter Mouton, 2012)、TheRoutledge Handbook of Historical Linguistics (Routledge, 






まずパート IのRethinkingEvidenceは、 Evidence(1~11 章）と ObservingRecent Change 




とである。たとえば第8章の "Evidencefrom surveys and atlases in the history of the 









頭の第12章、 "Somemethodological issues related to corpus-based investigations of 
recent syntactic changes in English" (M. Davies)が大規模コーパスを支持する一方、
その直後の第13章、 "'Smallis beautiful': On the value of standard reference corpora 
for observing recent grammatical change" (M. Hundt & G. Leech)は、規模をおさ
えたコーパスの意義を検証する。両者に議論の歩み寄りは見られないが、結局のと
ころは、研究目的に応じた使い分けが求められるはずである。たとえば、第16章の





次にパート IのIssuesin Culture and Societyは、 MassCommunication and Tee力nologies











20章の"Technologiesof communication" (T. Kohnen & C. Mair)は、コーパスが研
究の性質の変容をうながしたことに言及する一方で、 "Onthe other hand, fewer and 
fewer historical linguists go back to the actual manuscripts or even read the texts they 
























で扱った第45章、 "Contact-inducedchange in English worldwide" (E.W Schneider) 
には、 "Obviously,in the emergence of New Englishes contact linguistics touches 
The English Society of Japan
NII-Electronic Library Service
Tertu Nevalainen and Elizabeth Clos Traugott (eds.), The Oxford Handbook of the History of English I 8 3 
closely upon Second Language Acquisition, given that these varieties are given birth 
as second-language forms with bilingual speakers, and their properties are frequently 
(though not exclusively) shaped by contact effects such as borrowing, structural 
transfer, phonetic interference, etc." (p. 575)のような記述もあり、英語史が社会言語
学ばかりでなく、言語習得にかかわる領域にも接続点を見出す可能性を示している。
一方、パート IIIの後半、乃po!ogyand乃po!ogica!Changeにおける「見直し」は、主に
研究の枠組みの見直しである。たとえば第48章の"Typologyand typological change 




論もある。統計学を駆使した第52章の "Analyticityand syntheticity in the history of 
English (B. Szmrecsanyi)は、 closedclass、openclassの語葉の分析から、 17世紀以
降、英語が再びsyntheticな傾向を強めているという興味深い指摘を行っている。同
じく統計学を利用した第54章の "Towardan automated classification of Englishes" (S. 
Wichmann & M. Urban)も野心的で、 pidginやcreoleも含めた英語の変種の分類を多
変贔解析で試みている。境界線を引く伝統的なdialectologyからの脱却の可能性に言
及するが、この考え方自体は、すでに中世研究では、 A.McIntosh, et al. の編纂によ
るAじnguisticAtlas of Late Mediaeval Engガsh,4 vols. (Aberdeen, 1986)に見られるもの
である。この点への言及はない。
最後に、パート IVのRethinkingCategories and Modulesには、 (yc!esand Continua 
(55~61 章）と Inte加ceswith Information Structure (62~68 章）が含まれている。 (yc!esand 
Continuaに配置された論考の多くが、パート IIIに引き続き、伝統的な境界を超えた
融合を提案する。たとえば冒頭の第55章、 "Cyclesand continua: On unidirectionality 
and gradualness in language change" (R. Bermudez-Otero & G. Trousdale)は、
gradienceの概念を積極的に用いながら、 phonology、morphology、syntax、lexicon
などの伝統的な分野の境界を超える試みを行う現代的な章である。同様に、第57章
の"Thesyntax-lexicon continuum" (C. Broccias) は、—ingjy 副詞の発達を手掛かりに、
syntaxとlexiconの境界を克服する試みを行う。 Brocciasがこれまでの英語史について、
"Standard accounts of the history of the English language ... have separate chapters 
on syntax and vocabulary. The underlying assumption is that the two are regarded 
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? ?
にinformationstructureの概念を用いて、英語の基本語順の変化、およびそれに付随
するさまざまな言語変化について議論を行い、 communica口onやdiscourseの視点か
ら、 syntaxを論じている。ただし、詳細には差異があるものの、主張するとごろはど
れもほほ同ーで、やや重複感を否めない。また、コーパスによるテ‘ータの解析や談話
機能の分析に焦点が置かれているにもかかわらず、用語だけが牛成文法的な章も多く、
本書の性質を考えると、読者への配慮をもう少し期待したいところである。とはいえ、
英語史を取り巻く環境が大ぎく変わり始めているのを感じさせる一連の論考であるこ
とは間違いない。
以上、紙幅の許す範囲で、筆者の視点を交えながら、各パートを概観した。最初の
本格的な史的コーパスである HelsinkiCorpusが公開されてから 20年以上が経過し、
方法論の変化はもちろん、英語史そのものが大苔く変容してきているのを感じる。コー
パスの利用により言語使用の細部の分析が可能になり、研究の全体像が変わってき
た。ジャンルやスタイルの概念が英語史の中にますます積極的に取り入れられるよう
になったのはもちろんのこと、札会言語学や談話機能の分析など、以前は現代英語研
究において力を発揮していた領域が、確実に英語史の一部になりつつある Q また、グ
ローバリゼーションなど、現代に生ぎる私たちの周りにも外面史的な変化はあり、こ
のことがWorldEnglishesなど、これまでの英語史ではやや周辺的な扱いにとどまっ
ていた領域を積極的に取り込むことにつながっている。本書は、網羅的ではない。編
者の研究の関心を反映して、どちらかといえば近代英語期以降、特に現代に詳しく、
残念ながら中世は手薄である。また全体として、方法論的な色彩が強く、言語現象そ
のものに関心をもつ読者は、物足りなさを惑じるであろう。各章が短く、中途半端な
感貨が残る章も少なくない。一方で、読者が1可らかの形で有している既成の枠組みを
外すのには最適であり、むしろそのためにこそ本書を利用するべぎであろう。
京都大学 家入葉子
